
  

 

 

 

 

活動報告 

 「祈りの灯火 ２０１３ ～心ひとつに～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０ ３．４．５ ３．４．５ 

…３/１０(日) 盛岡城跡公園内もりおか歴史文化館前広場・ 

中津川河川敷・肴町 

▲盛岡市立下橋中学校の生徒の皆さんもボランティアとし

て灯籠を設置してくれました。 

▲キャンドルで飾られたステージ 

▲この日、盛岡は「暴風雪警報」が発令されており、キャンドルに火を点けては

消えの繰り返しでした 

▲もりおか歴史文化館内で行われた当日の灯籠制作会。 

たくさんの方にお越しいただきました。 

▲雪が本降りになってきたので、一部の灯籠を肴町のアーケード内に移動することに。 ▲中津川河川敷を盛岡城跡公園方面から見た灯籠の灯り。 

 

東日本大震災追悼

行事「祈りの灯火 

2013 ～心ひとつに

～」は悪天候の中、た

くさんの皆さまに支

えられ、無事に開催す

ることができました。

ご協力ありがとうご

ざいました。当日の様

子を写真で紹介しま

す。 ▲キャンドルで飾られたステージ 

▲もりおか歴史文化館内で行われた当日の灯籠制作会。 

たくさんの方にお越しいただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祈りの灯火を終えて 

 今年の 1 月からいわてゆいっこ盛岡２代目の代表を務

めることになって初めての大きな行事が「祈りの灯火２

０１３～心ひとつに～」でした。昨年のクリスマスに事

務局を立ち上げ、３月１０日の当日まで４回の実行委員

会を行い、本番を迎えました。今年は昨年、ゆいっこで

運営していた祈りの灯火とは違い、岩手県各地のボラン

ティア団体や大学生、専門学生、個人など年齢も職種も

幅広い約３０名で実行委員会を組織したため、誰もが分

からないことばかりの一からのスタートでした。私は昨

年、別の団体からボランティアとして参加していたため、

この行事がどういった趣旨のものかは知っていたのです

が、どのように作り上げられていったのかが全く分から

ないまま、実行委員長を務めることになりました。実行

委員会の中で最年少の私が本当に委員長を務められるの

かと初めのころは不安ばかりで、何から始めればいいの

かも全く分からず、言われたことをただひたすらこなし

ていく毎日でした。学校の試験期間とも準備は重なり、

追い詰められそうになる日もありました。ですが、応援

してくれる方や手を差し伸べてくれる方などたくさんの

方が私にアドバイスをしてくださったり、支えてもらえ

たりしたことで、実行委員会を重ねていくたびに自分で

も成長していると実感できました。 

 「東日本大震災で犠牲になった方々を忘れないでほし

い。復興にはまだこれから先も多くの人の力が必要」だ

ということをこの追悼行事で伝えたいと思いながら、こ

の３か月間活動してきました。それがどれだけ多くの人

に伝わったのか分かりませんが、全国各地から届いた灯

籠や手紙を見ると、無事行うことができて良かったと心

から思います。灯籠に火を灯したことで何を伝えること

ができるのかと考えることもありました。３月１１日を

前にしてこのようなイベントをやるべきなのか。ですが、

少なくともこの追悼行事に関わった方や当日ご来場いた

だいた方々には「これから先も忘れない」という思いを

抱いていただけたのではないかと思います。 

被災した方々の中にはあの日の出来事を忘れたいと思

う方も多くいると思います。沿岸と内陸の温度差はどう

しても縮まりませんが、だからこそ、被災していない私

たちがそのことを忘れずに支援していくことが大切なの

ではないかとこの行事を通して感じました。支援の形は

たくさんあると思います。被災地に直接赴いて活動する

ことも、もちろん大切でこれからも続けていきたいと思

いますが、沿岸とは離れた内陸の盛岡という地で「忘れ

てないよ、見捨ててないよ」という思いを伝えるために

も「祈りの灯火」を続けていき、実行委員長という立場

から離れてもいろんな形で関わっていきたいと思いまし

た。 関わったすべての方々に心から感謝しています。

本当にありがとうございました。これからもよろしくお

願いいたします！  

祈りの灯火実行委員長  

いわてゆいっこ盛岡代表 立花有彩

▲「３．１１ 心ひとつに」 

▲まわり灯ろう 

▲皆の想いが復興を進める力になりますように 



お知らせ 

「祈りの灯火」で使用した牛乳パック灯籠を神社で祈祷していただきました 

 

先日３月１０日（日）に行われた「祈りの灯火２０１

３～心ひとつに～」で使用した牛乳パック灯籠を、会場

だった「もりおか歴史文化館」近くにある桜山神社にて

祈祷していただきました。この牛乳パックは一部のもの

を残してリサイクルまたは処分をすることに決めさせて 

 

いただきました。 

多くの想いが込められた灯籠を今後どのようにしてい

くかについて話し合ったとき、全て残して毎年灯すべき

だという意見もありました。 

ですが、これからもたくさんの方々に毎年３月１１日

に向けてそれぞれの想いのこもった灯籠を作っていただ

きたいという思いがあり、追悼行事終了後にはリサイク

ル・処分をさせていただくことにしました。 

昨年の牛乳パック灯籠も同様にさせていただきます。

賛否両論あるかと思いますが、ご理解いただけると嬉し

いです。祈祷していただいた灯籠は全てというのは難し

いのですが、桜山神社の「どんと焼き」で焼いていただ

けることになりました。 

今年ご協力いただいた皆様、関わっていただいた皆様、

本当に感謝しています。ありがとうございました。来年

もご協力いただけると嬉しいです。よろしくお願いいた

します！ 

祈りの灯火実行委員長 

いわてゆいっこ盛岡代表 立花有彩

 

前代表よりご挨拶

 いわてゆいっこ盛岡、前代表の藤原です。３月で大学

院を卒業し、岩手を離れることになりました。それにつ

いての報告と振り返りをこの場でさせてください。 

２０１１年３月１１日、東日本大震災が発災しました。 

当時、私は花巻の実家にいたために、停電こそしました

がそれ以上の被害はありませんでした。家族も一緒だっ

たので、そのことに関する不安もほぼありませんでした。 

(唯一、父が石巻に単身赴任中だったために一週間ほど

連絡が取れませんでした。) 直後から、メディアでは

沿岸の様子について取り上げ始めました。こんなことが

日本で起こったのか!?と映像を見て思いました。 

 自分にも何かできないかと思った時に、いわてゆいっ

こ盛岡(この時はまだ団体名などなく、想いを持った人

たちの集まりだった)と出会いました。その後、いく度

かの活動を経て、縁も広がり、今のいわてゆいっこ盛岡

となっていきました。 

 ゆいっこの活動は本当に幅広く、物資の支援、清掃活

動、盛岡市での追悼行事の企画・運営、福島の子供を招

待してのキャンプ、そして日曜大工的なこともしました。 

加えて、２０１１年５月１日から２０１２年の１２月３

１日までの一年と半年、いわてゆいっこ盛岡で【代表】

を務めさせていただきました。 

 この経験が、私を大きく成長させてくれました。(自

分で言うと嘘くさいですが)ゆいっこには、いろんな経 

 

 

 

歴を持つ社会人が多くいるため、彼らの背中を追いかけ、

自分自身も少しずつ前に進んで行きました。積もり積も

って、今の自分があります。だから、以前の自分よりは

成長したんじゃないかなと思っています。 

本音をいうと、実はかなり後ろめたい気持ちでいっぱ

いでした。代表として特別何かできるわけでもなく、同

年代と比較しても明らかに劣っている。悔しい、悔しい、

悔しいと、常にそういう想いでした。でも開き直って、 

 

…３/２４(日)桜山神社 

▲送別会では歴代代表 3人が揃いました。 



 

 

被災地への支援活動に使う支援金を随時募集しております。無理

のない範囲でご協力いただければと思います。振込は下記口座ま

でお願いします。※口座名義が変わりました。 

◆ゆうちょ銀行 

記号／１８３５０ 番号／６６０２２５１ 

名義／いわてゆいっこ盛岡 （イワテユイッコモリオカ） 

※他金融機関からの振込の場合 

店名／八三八（ハチサンハチ） 店番／８３８ 

預金種目／普通預金 口座番号／０６６０２２５ 

名義／いわてゆいっこ盛岡（イワテユイッコモリオカ） 

◆岩手銀行 

店番／１０７  口座番号／２０６１６８０ 

預金種目／普通預金 

名義／いわてゆいっこ盛岡 代表理事 立花有彩 

（イワテユイッコモリオカ ダイヒョウリジ タチバナアリサ） 

今の自分には何もできないから、多くを学ぼう、皆から

吸収しようと活動を続けてきました。今はまだ、みんな

の後ろでひっそりとしているだけですが、いつか肩を並

べて活動できる日を迎えられるように、私は一旦、岩手

を出て違う景色を見てきます。4月からは、東京で建設

コンサルタントとして働かせていただくことになりま

した。震災以前からの目標である、『途上国の発展に貢

献すること』を実現させるために。ゆいっこで経験した

ことや学んだことは、次のステージでも必ず生きると確

信しています。 

 これまで、私を支え、引っ張り上げてくださった皆さ

まには、心から感謝申し上げます。私は次のステージに

進むために岩手を離れますが、今後も変わらず岩手への

想いを持ち続けていきます。 

 皆様にも、ゆいっこや沿岸、岩手をこれまでと変わら

ず支え、愛し、応援していただけるとありがたいです。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。         藤原慧矢  

事務所が移転します 

これまで、「しぇあハート村」敷地内の一棟をお借りし

ておりましたが、市内の他のボランティア団体と共有す

るために、今月内に同じ「しぇあハート村」敷地内の別 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の棟へ移転する事になりました。新住所は確定し次第「ゆ

いっこ盛岡」のＨＰでお知らせいたします。電話番号・

メールアドレスに変更はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ゆいっこ盛岡新聞」は、いわてゆいっこ盛岡ホームページより PDFでご覧いただけます。 郵送をご希望の方は電話かメールにて事務局にお知らせください。                      

                                                                                                              

 

日（曜日） 活動内容 

1(金) 

 ～9(土) 

●「祈りの灯火 2013」 

準備・運搬(盛岡市) 

10（日） ●「祈りの灯火 2013」 

会場運営等(盛岡市) 

14（木） ●前代表の送別会（盛岡市） 

24（日） ●「祈りの灯火 2013」 

灯籠の祈祷（盛岡市） 

 

着物ハギレ 
岩手県宮古市で被災された「あねさん」達が運営する手作り

ショップでは、商品製作の材料等のご支援をお願いしていま

す。ご家庭で不要になった物がありましたら、ご協力をお願

いします。募集内容は以下のものです。 

 ※住所と電話番号が変わっています 

●着物ハギレ生地（絹。仕立ててあるものはそのままで） 

●着物帯（絹）●ミシン●小さいアイロン●布団皮の見本 

●アクリル毛糸（新品・並太・明るい色） 

お問い合わせ・送付先は＜あねさんショップ＞まで 

住所／〒０２７－００２５ 岩手県宮古市実田１丁目７－１０ 

電話／０１９３－７７－３９６７ 

 

おゆずりください!! 

ＮＰＯ法人 青年協議会 

http://seinen-kyougikai.jp/wp/ 

支援金をありがとうございました！ 

【支援金総合計】（Ｈ２５.３.３１現在） 
￥２，０４５，１２０ 
※日本財団、赤い羽根共同募金、ＮＰＯ法人青年協議会からの

支援金を除いた金額となっております。 

 

【支援金をいただいた方】（Ｈ２５年３月） 

じゃじゃおいけん 様(２/２７) 

六波羅弘子 様(３/８) 

 浅井総之 様(３/１１) 

 近藤幸司 様(３/２２) 

支援金を募集しております 

活動記録（H25 年３月） 


